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中国古典の一つである『老子』第八章にこんな言葉があります。

「上善(じょうぜん)は水の若(ごと)し、水は善(よ)く万物(ばんぶつ)を利(り)して争(あらそ)わず、衆人

の悪(にく)む所に処(お)る。故(ゆえ)に道に幾(ちか)し。」

（最上の善とは水のようなもので、万物に利を与えながら決して他と争わず、誰もが嫌がる低いところ

へと流れていく。ゆえに「道」に近い存在である。）より良い生き方を目指す時、水には学ぶことが多

い、ということでしょうか。

水は柔軟です。自分を主張し、相手を自分に合わせさせることはしません。相手がどんな形で

あれ、水は相手に合わせて形を変えます。丸い器に入れば丸くなり、四角い器に入れば四角くな

って決して逆らうことはありません。

水はとても謙虚です。低い方へ低い方へと流れていき、常に

一番低いところに身を置きます。地球上のすべての生き物は、

水が無くては生きることができません。それほど重要な存在

でありながらも、いつも自分は低いところへと流れていきます。

水は大きな力を持っています。水はかたちも定まらず、さら

さらとして弱々しい印象がありますが、いちど巨大な塊となっ

て流れ、落下を始めれば、岩をも砕きすべてを飲み込んで破壊してしまう大きな力を秘めていま

す。こういう水の姿に学ぶと良い、と「老子」に示されているのです。このような生き方ができ

たら素晴らしいと思いませんか。

卑屈にならず、さりとて傲慢にもならず、柔軟で謙虚で常に悠然としている。必要とあれば、

持てる力で不正義に立ち向かうこともできる。そして、周囲にとってなくてはならない重要な存

在ながら、地道に己の役割を果たし、誠実に生きていく。そんな生き方ができたら、人生がより

良いものとなるのではないでしょうか。

第６９回甲府市中学校総合体育大会が『つなげよう 力強く さわやかに』～笑顔と汗とその

思い～ を目標として、６月１８日（金）、１９日（土）を中心に開催されました。昨年度は、「新

型コロナウイルス感染症対策としての学校の臨時休業」のため、５月２４日に入学式、翌２５日

に始業式を行い学校が再開しました。その後、部活動関係では、全国大会、関東大会の中止が相

次いで発表され、甲府市総合体育大会も中止になりました。今年度は甲府市選手権大会を皮切り

に、多くのものが予定通り開催されており、今回の甲府市中学校総合体育大会も無事に開催する

ことができました。

しかし、先日「あんしんメール」にてお知らせしたとおり、山梨県の地域感染レベルが１から

２へ引き上げられたことに伴い、学校での教育活動、部活動等に対する制限がさらに増えること

になりました。これは、今現在の山梨県の感染状況が以前より厳しくなっているためで、６月の

感染者数は２８日現在５４２人で、山梨県の感染者数の過去最多を更新しています。このような

状況での甲府市総合体育大会の実施なので、各種目ごとに感染防止対策をさらに入念に行い大会
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を実施しました。各競技ごとに感染防止対策を行っているとはいえ、各会場に出場選手が集まる

ので、大会を通しての感染が起こらないことを願いながら、３年生にとって最後の甲府市総合体

育大会を応援していました。

試合に臨む３年生を中心とした選手達の、この一戦にかける思いが各会場に満ちあふれ、必要

な場面でのマスクの着用、三密を避ける、手洗いと手指消毒の徹底、２週間前からの体調の確認

と記録の提出、各会場での検温、無観客での開催などの多くの感染防止対策を実施しながらも、

選手達の熱気が伝わってきました。

各部の成績は南中全体として、非常に好結果を残しました。まさに日頃の努力の賜だと実感し

ました。結果のみならず、各会場、各試合における南中生のマナーや態度の良さに感心しました。

３年生を中心とした各部生徒の真剣な眼差しを目の当たりにすると、感染状況が厳しい中で様々

な感染対策を行いながら実施した大会ですが、大いに価値あるものとなったと感じています。


